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1 　緒言

　近年、食環境の多様化で子どもたちの少食や
偏食などの食生活の乱れなどが問題視されてい
る1）。成長期にある子どもにとって健全な食生
活は健康な心身を育むために欠かせないもので
あると同時に、将来の食習慣の形成にあたって
大きな影響を及ぼす2）。学校では、様々な課題
を踏まえ、知識の教授だけではなく、「食を選択
する力」「望ましい食習慣」の習得を目指した教

育に力を入れている3）。しかし、栄養教諭の全
校配置が義務化されていない現状において食に
関する指導は家庭科や社会科等の食に関する単
元に留まり、その教育効果についても明らかに
なっていない。
　学校給食は、栄養バランスの取れた食事提供
により、健康の増進を図ることができ、食に関
する指導を効果的に進めるための教材として活
用することができる。日々の給食の時間を活用
して計画的に継続的な指導を行うことは、大き
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【方法】三重県K小学校 5年生70名を対象に、家庭科授業後に給食指導を行った。その教育効果を
給食残食量とアンケート調査にて評価した。
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り有意に上昇した（p<0.01）。意欲のアンケート結果では、「家族に五大栄養素について話した」の
割合が指導後で高く（p<0.01）、「 ５大栄養素を意識して食べている」についても指導後に上昇がみ
られた（p<0.01）。
【考察】残食率が指導前から低い理由として、栄養教諭による食育、学級担任との連携、児童の嗜好
を考慮した給食献立への配慮が影響していると思われた。 5大栄養素の知識については指導後に有
意な上昇は見られたが、いずれも平均点は低く、食育指導だけでは知識が得られにくいこと、知識
の底上げをはかるには、学習者の学力に合った教育内容の再考と、継続的な給食指導の必要性が明
らかとなった。
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な教育効果を見込むことができる。
　本研究では、食に関する単元を抽出し、学級
担任や教科担任と連携して行う授業の教育効果
と、さらに給食を教材とした給食指導を実施す
ることで、食に関する知識・意欲・実践力という
学習目標を達成できるのか検証した。

2 　方法

（ 1）対象
　三重県K小学校 5年 1組35名（男子18名女子
17名） 2組35名（男子18名女子17名）計70名を
対象とした。
　本研究における倫理的配慮として、本研究の
対象者および保護者に事前に研究の目的、方
法、個人情報の取り扱い等について文書にて説
明し同意を得た。また、本研究を実施するにあ
たり、名古屋学芸大学研究倫理審査委員会の承
認を受けて（承認番号：774、承認日：2024年 ８
月 １ 日）実施した。

（ 2）調査方法
　知識・意欲はアンケート調査から、実践力は
給食の残食量から評価した。いずれも家庭科授
業、給食指導前後で比較検討した。研究デザイ
ンを図 １に示す。
１ ）家庭科授業
・�テーマ：「五大栄養素とそのはたらきを知ろ
う」
・日　時： ９月19日（ 1組）、20日（ 2組）
・時間数： ２時間
　 1 時間目は五大栄養素の働きについて学習
し、 2時間目は給食に使用される食品の五大栄
養素分類について学ぶ。いずれも家庭科教諭、
栄養教諭が連携して実施する。
・�授業目標：「体に必要な五大栄養素の種類や主
な働きを理解する」、「五大栄養素と体内での
動きによる 3つの食品のグループの関係を理
解する」
・�食育の視点：「生きていくためには五大栄養素
が必要であることを知る（食事の重要性）」

図 1　研究デザイン
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２ ）給食時間の指導
・�テーマ：「今日の給食で振り返ろう！五大栄養
素」
・�方　法： 3～ 4分間の管理栄養学部の大学生
が制作した動画視聴
・期　間： 4日間
　給食の時間の指導内容は、家庭科授業同様に
五大栄養素の働き、当日の給食献立の五大栄養
素分類について、最後に毎日の給食には五大栄
養素が満遍なく使用されていることを管理栄養
学部の大学生（ 3名）が対象者に説明した。大
学生は教室内で対象者の児童と共に給食を喫食
し、児童の意見を聴取した。
３ ）残食量調査
　主食・主菜・副菜・汁物の食缶ごとに配膳時、
下膳時に重量（g）を計量し（図 ４）、残食率を

算出した。牛乳は調査対象から外した。欠席率
も考慮し、以下の算出式を用いた。
　�残食率（%）=｛残食量－（提供量×欠席率）｝／�
｛提供量－（提供量×欠席率）｝×100

図 4　残食量調査

図 3　給食時間の動画視聴風景

図 2　家庭科授業風景



66

※�欠席者の分を喫食すると残食率が ０％以下を
示す場合がある
４ ）アンケート調査（Google フォーム）
　知識に関する設問（10問）、意欲に関する設問
（ 4問）にて評価した（表 １）。知識に関する設
問は、小項目として栄養素の働きに関する問題
（ 5問）、五大栄養素の分類に関する問題（ 5問）
から構成した。

（ 3）統計解析
　アンケート調査の解析は、全 3回の調査に参
加できた53人を解析対象とした。給食残食量お
よび知識は平均値±標準偏差で示した。また、
意欲については 4件法による評価ごとの割合を
示した。給食残食量および知識の変化は符号付
順位和検定（ボンフェローニ法による補正）、意
欲（ 4件法による評価は肯定評価と否定評価の
2値変数に変換）についてはマクネマー検定（ボ
ンフェローニ法による補正）により解析した。
統計解析ソフトは、EZR Ver4.2を用い、P<0.05
を有意水準とした。

3 　結果

（ 1）実践力の検討結果（残食量調査結果①・②）
　家庭科授業および給食指導前後の給食残食率
（％）の変化を図 ５に示す。主食、主菜、副菜、
汁物の全てにおいて有意差はなく、欠席者の分
も児童らがお代わりで喫食していたため、 0％
以下を示していた。

（ 2）�知識・意欲の検討結果（アンケート調査結
果①・②・③）

1）知識の結果
　家庭科授業前のアンケート調査①の知識の平
均点1.3±1.2点に対し、授業後のアンケート調査
②では、3.8±2.5点と有意に上昇した（p<0.001）。
給食指導後のアンケート調査③の時点では3.7
±2.6点であり、アンケート調査②と比較して有
意な変化は見られなかった（p＝0.800）。また、
アンケート調査①・②・③の得点分布のヒストグ
ラムを図 6に示した。
2 ）意欲の結果
　意欲についての ４ 項目の推移を図 ７ に示す。
「給食を残さず食べようと思いますか」について

表 1　アンケート調査内容
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図 5　給食残食率の変化

図 6　知識アンケート結果の推移
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は、多くの対象者がアンケート調査①から「思
う」と回答した。指導による変化は見られな
かった。
　「五大栄養素について家族に話しましたか」に
ついては、アンケート調査①時点では少ない状
況であったが、アンケート調査②③時点で、過
半数以上の対象者が学校で学んだ五大栄養素に

ついて家族との会話が増えており、それぞれア
ンケート調査①よりも有意に高い割合であった
p<0.001）。
　「ご飯を食べるときに五大栄養素を意識して
いますか」について、アンケート調査①では過
半数が意識していない状態であるのに対し、ア
ンケート調査②では、意識している者の割合

図 7　意欲アンケート結果の推移
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が増え、意識していない者の割合が減少した
（p<0.001）。アンケート調査③時点において、ア
ンケート調査②と比較して有意な差はみられな
かった（P=1.000）。
　「五大栄養素について自分で勉強をしていま
すか」に関しては、アンケート調査②におい
て、勉強したと回答する者がアンケート調査
①と比較して有意に増えた（P=0.007）。アン
ケート調査②と③に有意な差はみられなかった
（P=0.744）。

4 　考察

　本研究は、栄養教諭が学級担任や教科担任と
連携して行う授業の教育効果と、さらに給食指
導を実施することで、食に関する知識・意欲・実
践力という学習目標を達成できるのか検証し
た。
（ 1）実践力（給食残食量）の評価
　本研究で実施した給食残食率調査では、家庭
科授業、給食指導の実施に関係なく「給食を残
さず食べよう」といった児童の高い意識が結果
に反映していた。
　喜屋武ら4）の先行研究によると、栄養教諭の
配置校と無配置校では、給食提供及び、食に関
する指導の頻度に差があることが明らかとなっ
ており、栄養教諭の配置校での「教科等におけ
る食に関する授業の年間実施回数」、「給食の時
間における食に関する授業回数」が有意に多い
と報告されている。また、学校に栄養教諭を配
置することに対する評価として、保護者への栄
養も大きいと報告されており5）、今回の調査に
おいて栄養教諭配置校での以下の取り組みが児
童らの意識に影響を与えていた。
1 ）K小学校内での取り組み
　これまで、学級担任だけでは好き嫌いのある
児童に対して効果的な声掛けができず、嫌いな
食材を残すことを容認するという事例があっ
た。しかし、栄養教諭が実際に地場産物を活用
した給食献立を立て、給食のおいしさのポイン
トついて放送するなど、普段から積極的に児童
や学級担任へ働きかけることで、両者の意識は
向上し、日常的な食事への関心や、栄養のバラ

ンスを考えた食事のとり方の理解を一層深める
きっかけとなっていた。また、学校保健統計調
査1）によると、痩身傾向児の割合は、男女と
も10歳以降は約 ２％～ ３％台と報告されている
が、対象とした児童らは、男女問わずおかわり
をし、欠席者の分も含めて、残食しないよう児
童同士で声かけを行っており、残さず食べると
いう意識の高さが伺えた。
2 ）家庭への取り組み
　継続的な食育だよりの発行、PTA主催の食育
研修会や給食試食会の開催等、学校の食育推進
の取組に関心をもつ保護者を増やすことで、親
子で食について考える機会を与え、日常生活で
の実践に繋げていた。また、学校と家庭との双
方向の情報共有をすることにより、児童の家庭
内での実態を把握することもでき、よりきめ細
やかな指導を効果的に行うことができていた。
以上のように、栄養教諭は教科担任や保護者と
の連携を図ることで、学校全体の「食育」の意
識の向上や児童の食に関する行動の改善に大き
く貢献していた。

（ 2）家庭科授業、給食指導の効果
1）知識
　知識に関する調査結果は、家庭科授業前①の
平均点1.3±1.2点に対し、授業後②は、3.8±2.5
点と有意に上昇した（p<0.01）。給食指導後③
は、3.7±2.6点と変化がなく（p＝0.267）、給食
指導による知識の定着が見られた。しかし、家
庭科授業後②および給食指導後③の調査におい
て、点数が伸び悩む児童と、高得点を獲得する
児童とで、知識の獲得に差が生まれた。児童が
情報を効果的に学び取るには、給食指導での繰
り返しだけでなく、個々の理解度に合わせた学
習支援が必要であると思われた。
2 ）意欲　
　指導に関係なく「残さず食べよう」という高
い意識が根付いていた。このような授業や給食
指導にて、食べものの役割や効果を理解できた
児童からは、「給食を全部食べないと五大栄養
素のバランスが悪くなる」という意見が聞かれ
た。指導前は「もったいないから」という意見
を述べていた児童が、今回の指導にてさらに理
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解を深めることができていた。
　今回の指導で得られた五大栄養素の役割や機
能を過半数の児童らが家族に話すことができて
いた。学校での学びを家族に話すことで得られ
る効果は、児童らの「生きる力」を育む大きな
原動力になる。また、保護者の働きかけがある
児童の学力は高い傾向があると述べられてい
る6）。五大栄養素の知識を家族と共有すること
で日常生活の変化や、知識や意欲の向上が期待
できる。今回の調査において、家族に話すこと
ができた対象者ほど、五大栄養素を意識して食
べ、自分で勉強もしていると回答していた。今
回の家庭科授業、給食指導は、対象者が「わかっ
た！」「おもしろい！」と思える授業になってお
り、家族に話すことで自分の学びを振り返り、
次の学びや生活に生かす力を育むきっかけにつ
ながったのであろうと考える。
　今回の検討から、食に関する単元と給食指導
を組み合わせることで知識と意欲の相乗効果が
図られ、より大きな教育効果が得られることが
明らかとなった。栄養教諭が学級担任や教科担
任、家庭とも連携して行う授業にて、食に関す
る知識・意欲・実践力という学習目標が達成でき
ていた。

5 　結語

　児童らが目指すべき姿である「食を選択する
力」「望ましい食習慣」の獲得には、栄養教諭の
存在が不可欠であり、学級担任や教科担任、家
庭とも連携して行う「食に関する単元」と「給
食指導」との組み合わせが、知識の定着と共に、
その意欲を引き出す手段として有効であった。
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To clarify the educational effects obtained by providing guidance on school meals after home economics 

classes in terms of knowledge, motivation, and practical ability.

The study targeted 70 fifth-grade students at K Elementary School in Mie Prefecture, providing guidance 

on school meals after home economics classes. The educational effects were evaluated based on the amount 

of leftover school meals and a questionnaire survey.

Leftover School Meal Rate: There was no significant difference before and after the guidance, and the rate 

of leftovers was low from the beginning.

Knowledge: The average score on the knowledge questionnaire increased significantly from 1.3±1.2/10 points 

before the guidance to 3.8±2.5/10 points after the guidance (p<0.01).

Motivation: The proportion of students who “talked to their family about the five major nutrients” increased 

significantly after the guidance (p<0.01). Additionally, the proportion of students who “ate with an awareness 

of the five major nutrients” also increased after the guidance (p<0.01).

The low leftover rate before the guidance was influenced by nutritional education provided by the nutrition 

teacher, cooperation with the homeroom teacher, and consideration of students’ preferences in the school meal 

menu. While knowledge about the five major nutrients significantly increased after the guidance, the average 

score remained low. It became clear that it is difficult to gain knowledge from just one unit of nutritional educa-

tion and that reconsideration of educational content suited to learners’ academic abilities, as well as continuous 

guidance on school meals, is necessary to improve knowledge levels.

Key Words: �School Meal Guidance, Nutrition Teacher, Nutritional Education, Amount of Leftover School 

Meals, Five Major Nutrients
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